


学習会を開催しました学習会を開催しました

当事者・
医療者・
支援者が
つながる力

“わたしらしさ”
との再会

対話が広げる支援の輪

あるがままの自分で
生きることを支える
ケアの紹介
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講演

演者

ブース展示

第1部「あなたのアピアランスケア」
	 桜井なおみ氏（全国がん患者団体連合会）

第2部「チームで支える外見・心・生活」
	 ●  手術と治療を支えるチーム
	 ●  外見と気持ちを支えるケアチーム
	 ●  がん相談支援センター 〜患者さんとご家族を支える窓口〜

働くことと暮らしを
支えるひろば

おいしく食べる
ひろば

自分らしさを
支えるひろば

新しいつながりの
ひろば

みてみて! 京都
アピアランスケア展開催報告

京都
アピアランスケア展開催報告

人の話を聴く、そして、自分
の意見を言う。対話の大切さ
と人の交わりの必要性を感じ
ます。

がん患者・家族のサロン「みぶなの会」がん患者・家族のサロン「みぶなの会」

来る度に何かしら気づきが
あって、楽しく参加させて
いただきました。

本日のサロン自体がみなさんと同
じ時間を共有できたと思いました。
それぞれの方のお話しを聞かせて
いただきありがとうございました。

このたび、京都市立病院では、厚生労働省の「アピアランス支援モデル事業」の一環と

して、11月3日に患者さんやご家族を対象としたイベント“みてみて！京都アピアラ

ンスケア展”を開催いたしました。

アピアランスケアとは、がんの治療によって変化した外見（アピアランス）にともなう

悩みやつらさをやわらげるために、医療や美容、こころのサポートを組み合わせて行

うケアのことです。

がんの治療を続けながら、日常生活や仕事、学校生活を送る中で、多くの方々が「外

見（アピアランス）の変化」に直面します。髪が抜ける、肌が変色する、身体の一部が

変わる―そうした見た目の変化は、単なる容姿の問題にとどまりません。「自分らしさ」

が揺らぐような体験であり、誰にも言えず、周囲にはなかなか気づいてもらえない苦

しさを伴うこともあります。

アピアランスケア展では、「食べる」「働く」「自分らしさ」「つながり」をテーマに、ブー

ス展示を行い、同じ体験をした当事者の方や、アピアランスケアに携わる医療者・専

門家との交流の場を設けました。また、各テーマの講演も行いました。

開催にあたって、数多くの患者支援団体、企業に協賛・出展の協力をいただき、来場

者へウィッグや帽子、補正下着、爪や肌のケア、就労支援の情報などを見て、触れて

いただく機会となりました。

今後も、がんと共に日々を歩む方々へ、「あるがままの自分」でいられるための支えを、

届けられたらと願っています。

約200名の方に
ご参加いただきました！
ありがとうございました！

参加者の皆さんの話が聞く
ことができて、気が楽に	
なりました。

日　時　※学習会とサロンは同日開催
	 偶数月第4水曜日　午後1:30～午後3:30
場　所	 	京都市立病院　北館7階サロン	
	 （一部オンライン同時開催）
申込み	 各回、開催1か月前より募集を開始します。
	 	参加希望の方はメールまたは電話でお申込みください。

がん相談支援センター
☎075-311-6354（直通）
（月曜日～金曜日　9：00～16：00）

令和7年8月27日に「体験を共有する～ピアの力学～」と題して学習会を
開催し、9名の方に参加いただきました。

令和7年11月26日に「所属とのつながり～“わたしらしい”を探して～」
と題して学習会を開催し、8名の方に参加いただきました。

  講師　中岡成文先生（一般社団法人 哲学相談おんころ 代表理事） 
 「哲学相談おんころ」について知りたい方は、こちらのQRコードでアクセスできます。▶︎

居場所について、もう一度ゆっくり
考えたいと思いました。言葉につい
て、具体的に考えることがあまりな
かったので、よかったと思いました。

居場所はひとつじゃない。皆さんそ
れぞれ明確に近づいたのではないで
しょうか？今回は濃かったです。
参加できて良かった！！

令和7年度令和7年度
第2回第2回

令和7年度令和7年度
第3回第3回

学習会の様子&参加者の声学習会の様子&参加者の声

学習会の様子&参加者の声学習会の様子&参加者の声

みてみて!
厚生労働省モデル支援事業 京都

アピアランスケア展開催報告
京都市立病院創立60周年記念

詳しくは	
こちら▶︎
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相談する
アピアランスケア
体験 コーナー

みてみて!

桜井なおみ桜井なおみ氏氏
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